
微分方程式 第 5 回レポート課題と解答
出題日: 2015/10/26(月)

担当教員: 江夏 洋一 (A205 教室, 16:20-17:50)

1．次の微分方程式の一般解を求めよ．ただし，′ =
d

dx
である．

(1) y′′ + 6y′ + 8y = 0 (2) y′′ − 2y′ + y = 0 (3) y′′ − 6y′ + 10y = 0

解答 (概要).

2．初期値問題

{
y′′ − 9y = 0 · · · 1⃝

y(0) = 0, y′(0) = 6 · · · 2⃝
を解け．ただし，′ =

d

dx
である．

解答 (概要).
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発展 1．任意の実数 a, b, c, d に対して，3 次方程式：

at3 + bt2 + ct+ d = 0, a ̸= 0

が少なくとも 1 つの実数解を (常に) もつことを示せ．

解答 (概要). 中間値の定理を用いることで，3 次方程式が少なくとも 1 つの実数解をもつことが示される．

発展 2．次の微分方程式の一般解を求めよ．ただし，′ =
d

dx
である．

y′′′ + 6y′′ + 11y′ + 6y = 0

解答 (概要). 多項式の除算や因数定理などを用いた高次方程式の因数分解を行えば良い．
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